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【背景と目的】 

 足関節内外反筋の活動と捉えられる内部足関節内外反モーメント（Internal ankle moment of 

frontal plane; IAMF）は、歩行の側方安定性に寄与する一方で、下肢のアライメントに悪影響

を及ぼす要因の一つと考えられている。先行研究において胸郭の非対称性（側方偏位および

形状の非対称性）は、歩行中の下肢の非対称な運動と関連することが示唆されていることか

ら、IAMFの非対称性と関係する可能性がある。したがって、本研究では立位姿勢における胸

郭の非対称性と歩行中の IAMFの非対称性について、各々の関連性を調査した。 

【対象と方法】 

 対象は健常成人男性 22 名（平均年齢 27.3 ± 3.7 歳）とし、三次元動作解析装置と床反力計

を使用して測定を行った。立位姿勢における胸郭側方偏位量と上位および下位胸郭形状左右

比（右／左）、自然歩行における荷重応答期、立脚中期、立脚終期の内部足関節内外反モーメ

ントと身体重心（Center of mass; COM）および足圧中心（Center of pressure; COP）の側方偏位

量を算出した。統計処理について、胸郭パラメータから 95％信頼区間を算出し、歩行パラメ

ータは左右比較を行った。さらに、有意差がみられた歩行パラメータの非対称性（右－左）

を算出し、胸郭パラメータとの相関係数を算出した。 

【結果】 

 立位姿勢における胸郭は骨盤に対して左に偏位していた。上位胸郭では左、下位胸郭では

右の前後径が大きく、胸郭形状の非対称性がみられた。歩行時の IAMF、COM および COP の

側方偏位量は、すべての歩行周期において、左に比べて右が有意に大きかった。胸郭パラメ

ータと歩行パラメータにおける相関分析の結果、下位胸郭形状左右比と立脚中期、立脚終期

における IAMFおよび COP 側方偏位量の非対称性の間に有意な正の相関が認められた。 

【結論・考察】 

 胸郭が左に偏位している例の歩行では、IAMFの非対称性が観察された。右立脚期では足関

節外反筋の活動を強め、左では相対的に弱めることで歩行の側方安定性を保っていると考え

られた。また、これらの左右差は下位胸郭形状の非対称性と関連することが示された。本研

究結果は、胸郭の非対称性が歩行中の足関節の側方制御と関連することを示唆するものであ

る。 
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